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　愛知県には、我が国の基幹産業ともいえる自動車産業や航空機産業を始めとした多くのモノづくり産
業が集積しており、海の玄関口となる県内 3 港（名古屋港、衣浦港、三河港）は取扱貨物量、貿易黒字
額に示されるように国内屈指の実力を持ち、我が国の経済・産業を牽引し、国際貿易において重要な地
位を占めています。
　昨今、県内のモノづくり産業は、アジア諸国の経済成長に伴い、調達、生産、販売を国内外問わず適
地で行うグローバルサプライチェーンを構築し、世界市場での競争下においてグローバルネットワーク
を活用することで、コスト削減を図るなど競争力の強化に努めており、国際物流の結節点となる港湾に
は物流の効率化や安定性、定時性などさらなる機能強化が求められています。
　これに応えていくため、県内 3 港と背後産業のサプライチェーンを俯瞰して港湾物流における課題や
要請を整理し、今まで示されることのなかったサプライチェーンからの県内 3 港が取り組むべき方向性
についてまとめたものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

出典：貿易統計、港湾統計

・工業用地の造成や施設整備の進捗に伴い、臨海部には
輸送機械や製鋼所などの製造業や本県の電力需給の半
分を供給する石炭火力発電所などの基幹産業を中心と
した企業が進出し、知多・西三河地域の流通拠点とし
てのみならず、高次加工型産業を中心とする工業港と
して発展してきました。
・本港の背後である知多・西三河地域は機械工業を中心
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　県内 3港は、多くの企業のサプライチェーンに組み込まれていますが、さらなる物流の効率化に貢献し、
引き続き選択される港であり続けるためには、取り組むべき課題は多くあります。

岸壁の水深不足 港頭地区の交通混雑 荷さばき地・保管施設不足 航路サービスの不足

施設の老朽化

岸壁の水深不足

港頭地区の交通混雑

災害時の機能維持

交通渋滞、災害・事故等の
通行止めによる迂回

交通渋滞、災害・事故等の
通行止めによる迂回

災害時の機能維持

原材料・部品

原材料
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衣浦港

三河港

強化

名古屋港

港湾物流機能の強化

愛知県港湾物流ビジョンとは・・
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中部圏のエネルギー拠点 !!
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　　港湾を利用する荷主から強い要望
がある港湾内の主要拠点と産業・生
産拠点間のリードタイム短縮のた
め、産業集積地と高速道路IC、主要
幹線道路及び空港・港湾を効率的に
結ぶ道路ネットワークの整備を進め
ます。
リードタイムの短縮（速達性）だ
けでなく、時間信頼性の向上（定時
性）を実現するとともに、災害時の
リスクを減らすことで、日本の真ん
中に位置する県内港湾の立地優位性
を生かした貨物の安定的確保につな
げます。　　　　　　　　　　

従前の港湾機能強化（船舶大型化に
対応した岸壁整備、ヤード拡張、港内
輸送経路強化、土砂処分場の確保等）
に加え、ふ頭機能の再編・効率化（既
存ストックの統廃合、機能の集約化や
必要なスペックの見直し等）、県内農
産品の輸出環境の強化により、３港そ
れぞれの特徴を生かした港湾整備を進
めます。
また港湾内の未利用地や機能再編
により生じる開発用地において、臨海
部物流拠点（ロジスティクスハブ）の
形成を促し、中間輸送の削減、港湾物
流への付加価値創出により、サプライ
チェーンにおける県内港湾の利用価値
向上に努めます。

各港単独の施策展開とともに、３
港の共力による港湾物流機能強化施
策の検討・実施を図ります。
IoTやAI等情報通信技術の活用に
よる港湾物流サービスの高度化、県
内外発着貨物の輸送効率化を実現す
るコンテナラウンドユース※1やイン
ランドデポ※2設置、緊急時（災害・
事故等）における伊勢湾BCPを始め
とする３港相互の代替機能確保、３
港を核とした海上へのモーダルシフ
トの導入、LNGバンカリング※3の導
入、集貨拡大を促進し多頻度・多航
路のサービスを維持・拡充するため
の３港共同でのポートセールス等の
検討・実施を進めます。

　これまでは各港の港湾管理者が利用企業のニーズをふまえ、それぞれの港の視点から港湾機能の強化
を行ってきましたが、これからは、サプライチェーン全体の生産性向上を目指し、サプライチェーンを
構成する関係者が連携して、物流を含む生産性を高めていくことが重要です。
　日本の経済成長をリードする基幹産業を支える基盤となり、選択され続ける愛知の港湾。その役割を
担い、果たすため、各種要請に応える 3つの方向性のもと、港湾物流機能強化施策を進めていきます。

名古屋港・衣浦港・三河港が目指す方向性

※3   LNG バンカリング  ：港湾において船舶の燃料として LNG（液化天然ガス）を供給すること。
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強化する陸上輸送網の方向性

東名高速道路
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産業集積
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産業立地と主要な港湾物流機能強化施策
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サプライチェーンを強くする港湾物流機能強化施策

＜神野地区＞　
ふ頭再編改良事業
＜蒲郡地区＞
国際物流ターミナル整備事業
＜田原地区＞
新たな国際物流拠点整備
＜御津地区～神野地区＞
港湾交通の円滑化　　
　

＜中央ふ頭西地区＞
岸壁改良
ふ頭用地整備事業
臨港道路改良事業
＜外港地区＞
新たな国際物流拠点整備

主要施策の推進による各種効果が、

＜飛島ふ頭＞
　ふ頭再編改良事業
＜金城ふ頭＞
　ふ頭再編改良事業
＜大江ふ頭＞
　耐震強化岸壁改良
＜鍋田ふ頭＞
　コンテナ取扱機能強化

※3つの方向性のもと、当面取り組む施策を整理
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代替港Ａ 代替港Ｂ

県内港湾の
機能が麻痺

県内港 県内港

Aふ頭 Bふ頭

整備後

A ふ頭

用地拡大

Bふ頭

機能の集約

整備後

整備後
大型船に対応

① 大型化する船舶への対応を図ることで大量一括輸送が可能となり、輸送コストが削減される

各港の輸送コスト削減は以下の効果（一例）により生まれます。　

③ 耐震化を図ることで震災時における代替港利用が不要となり、輸送コストが抑制される

②ふ頭再編を図ることで無駄な横持ちが解消となり、輸送コストが削減される

整備前

整備前

整備前
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